
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

43,785,07070.1 平均値 35,115,689 39,301,664 41,260,555 41,975,08648.6 平均値 69.6 66.5 64.2 67.3平均値 52.2 48.1 44.7 46.9

64.6 54.8 58.3 60.0

H28 H29 H30

当該値 43.5 44.5 36.3 39.9 45.2 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

88,407,244 69,037,958 87,204,851 89,418,834 91,058,05864.8 当該値

20.6

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常収支比率が100%を下回ったものの、収益性を示
す指標は改善傾向にある。経常収支比率100%以上の達
成に向けては、医業収支比率や病床利用率の更なる向
上が求められる。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

59.4 平均値 18.9 22.0 20.9 20.712,502 平均値 62.1 58.3 59.7 59.047,924 平均値平均値 32,431 45,085 44,825 45,494

50.0 54.6 52.0 49.013,078 11,525 11,188 13,318 13,956 当該値

9,726 11,881 12,023 12,309

当該値 79,517 55,577 58,657 72,095 79,409 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成30年度決算では経常収支比率が100%を下回り、赤字となっ
た。医業収支比率は類似病院平均値を大きく下回り、医業活動によ
る収益割合が低い状況にあるため、改善が必要であると考える。
　病床利用率については、類似病院平均値を上回っているものの、
当法人の目標値80%には達しておらず更なる上昇のための施策が必
要である。
　平成27年度以降、患者1人1日当たり収益（入院・外来）について
は、医療型障害児入所施設との統合に伴い大幅に減少したが、施設
基準の見直しなど収益確保に取り組み、統合以前の数値に回復して
いる。
　材料費対医業収益比率については、後発医薬品への移行や同種同
効品の集約化、値引き交渉による削減など材料費削減対策に取り組
んでいるが、平成30年度については、高額薬品や高額診療材料の使
用が多く、数値が悪化した。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 　有形固定資産減価償却率については，医療型障害児
入所施設との統合に伴い，平成28年度に新棟を取得し
たことで数値が減少している。また，開院から12年と
いうこともあり40％余りの数値で推移している。
　器械備品減価償却率は，平成25年度にピークを迎え
平成26年度以降，機器の更新を進めたことにより増加
傾向にある。
　1床当たり有形固定資産については、小児高度専門
医療を担う施設として施設設備及び機器等に高額な投
資が行われているため，類似病院平均値よりもかなり
高い数値で推移している。そのため減価償却費は増大
しており，収支状況が逼迫している。

H30 H26 H27 H28

18.2 16.4 16.1 14.4 17.447.1 当該値

平均値 68.3 69.8 71.2 73.0 72.1平均値 112.9 81.6 84.7 86.8 90.8平均値 85.4 86.2 85.7 85.9 86.0平均値 96.9 96.6 96.2 97.2 97.5

76.0 76.2 76.5当該値 24.0 25.2 33.2 29.8 28.2当該値 99.6 95.1 94.3 100.1 99.7 当該値 77.7 74.9

H26 H27 H28 H29

当該値 70.7 62.7 65.5 65.7 67.6

- 年度 平成18 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
　東北唯一の小児高度専門医療施設として平成15
年11月に開院し、平成18年4月に公設民営から地
方独立行政法人に移行した。
　平成27年4月、本県の小児リハビリテーション
の中核であった医療型障害児入所施設の機能を引
き継ぎ、これにより、小児・周産期の急性期から
慢性期、リハビリテーション、在宅医療までを一
貫して担う医療・福祉施設となった。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

241

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 26,973 非該当 ７：１ 241 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 27 対象 透 I 未 訓 ガ 臨 地 輪 - - 241

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 非設置 241

経営比較分析表（平成30年度決算）
宮城県地方独立行政法人宮城県立こども病院　宮城県立こども病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

62.0

64.0

66.0

68.0

70.0

72.0

74.0

76.0

78.0

80.0

④病床利用率(％)
【74.9】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

③累積欠損金比率(％)
【64.1】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

②医業収支比率(％)
【89.7】

91.0

92.0

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

101.0

①経常収支比率(％)
【98.8】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

①有形固定資産減価償却率(％)
【52.5】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

②器械備品減価償却率(％)
【68.8】

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

60,000,000

70,000,000

80,000,000

90,000,000

100,000,000

③１床当たり有形固定資産(円)
【47,139,449】

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.8】

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,708】

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【52,412】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

40,683,72771.4 平均値 37,367,806 35,730,958 37,752,628 39,094,59854.1 平均値 66.9 69.2 69.7 71.3平均値 49.7 52.4 52.5 53.5

66.9 72.3 78.0 81.8

H28 H29 H30

当該値 41.9 48.8 54.4 59.6 87.2 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

15,313,175 22,140,957 22,610,443 22,875,529 4,649,04387.2 当該値

17.7

2. 老朽化の状況

全体総括

　医業収支比率・病床利用率は平均値を大幅に下
回っている。経常収支比率については，県より交
付される運営費負担金が増額となったことなどに
より，平均値を大きく上回った。
　施設・機器の老朽化等が進んでいるが，平成３
０年度末をもって閉院となったため，今後の設備
投資の予定はない。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

63.7 平均値 21.3 19.0 18.7 18.310,244 平均値 57.6 62.5 63.4 63.434,924 平均値平均値 45,099 32,532 33,492 34,136

62.5 62.2 69.0 69.718,498 15,089 14,565 14,990 16,433 当該値

11,173 10,037 9,976 10,130

当該値 38,853 39,807 42,313 34,297 29,831 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成３０年度決算においては，医業収支比率，
病床利用率等の指標において，平均値を大きく下
回っている。経常収支比率については，平成３０
年度末で閉院となることから，県より交付される
運営費負担金が増額となり，平均値を大きく上
回っている。
  なお，独法化後から赤字が継続しているため，
累積欠損金が膨れ上がっている。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 　平成３０年度決算においては，有形固定資産減
価償却率，器械備品減価償却率ともに平均値を上
回っており，老朽化が進んでいる。
　但し，平成３０年度末をもって閉院となったた
め，今後の設備投資の予定はない。

H30 H26 H27 H28

13.8 11.3 11.8 5.1 2.447.7 当該値

平均値 69.1 67.9 69.8 69.7 70.1平均値 87.1 118.9 119.5 116.9 117.1平均値 88.0 85.3 84.2 83.9 84.0平均値 97.9 98.3 96.7 96.6 97.2

33.4 13.8 10.1当該値 74.8 101.9 153.6 210.8 218.7当該値 82.5 83.4 76.6 78.2 110.3 当該値 25.6 45.3

H26 H27 H28 H29

当該値 44.1 43.4 39.4 26.5 21.6

- 年度 平成23 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
　県北地域における医療拠点として
（イ）循環器系及び呼吸器系疾患に対する高度・
専門医療の提供
（ロ）県内唯一の結核患者受入医療機関として，
質の高い医療の提供
（ハ）感染症患者受入のための体制整備等に取組
み，県民に必要な医療情報を提供するという役割
を担っている。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30

50

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 13,266 第２種該当 ７：１ 50 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 6 - - 感 - - 140

- 50 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 90

経営比較分析表（平成30年度決算）
宮城県地方独立行政法人宮城県立病院機構　宮城県立循環器・呼吸器病センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

0.0
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80.0

④病床利用率(％)
【74.9】
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③累積欠損金比率(％)
【64.1】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

②医業収支比率(％)
【89.7】
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120.0

①経常収支比率(％)
【98.8】
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60.0
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100.0

①有形固定資産減価償却率(％)
【52.5】
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②器械備品減価償却率(％)
【68.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【47,139,449】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.8】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,708】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【52,412】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成30年度決算）
宮城県地方独立行政法人宮城県立病院機構　宮城県立精神医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 精神科病院 精神病院 非設置 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 3 - - - 258 - 258

258

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 15,576 非該当 １５：１ 258 -

- 年度 平成23 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
県内唯一の精神科基幹病院として，
（イ）精神科救急医療の提供
（ロ）自立生活支援事業の実施
（ハ）児童思春期医療の提供
（ニ）慢性重症者に向けた医療体制の整備
等に取組み，県民に必要な医療・情報を提供する
という役割を担っている。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26 H27 H28 H29

当該値 70.2 70.3 71.2 66.8 67.9当該値 103.3 104.1 105.5 96.1 100.1 当該値 78.3 76.0 76.0 71.0 72.8当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値 69.1 69.8 69.4 68.9 68.4平均値 101.3 101.1 101.2 100.9 100.9 平均値 73.6 74.8 73.4 72.3 72.1平均値 145.3 184.4 163.2 179.0 176.9

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成３０年度決算において経常収支比率，医業
収支比率ともに平均値を下回っている。
　病床利用率・入院単価は平均値を上回っている
ものの，経常収支比率・医業収支比率を改善させ
るため，さらなる費用の削減及び外来単価の向上
に取り組む必要がある。
　なお，独法化後から平成２９年度を除き，経常
黒字を維持しており，累積欠損金は発生していな
い。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 　本館の建設から４０年が経過し，有形固定資産
減価償却率が平均値を上回っており，老朽化が著
しいため，早期の新築建替が急務である。
　器械備品減価償却率は平成３０年度に電子カル
テシステムを更新した影響により，平均を下回っ
ているものの，耐用年数を過ぎた器械備品も数多
く使用しており，費用を抑制しながらの計画的な
更新が必要となる。

H30 H26 H27 H28

4.8 4.7 4.8 5.3 4.972.1 当該値22,491 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

平均値 19,795 20,395 20,681 21,037

64.5 66.4 68.2 75.37,517 7,687 7,876 8,068 8,147 当該値

8,588 8,536 8,502 8,542

当該値 20,499 21,040 22,267 22,468

7.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　医業収支比率・経常収支比率等が平均値を下
回っている。
　病床利用率・入院単価は平均値を上回っている
ものの，経常収支比率・医業収支比率を改善さ
せ，費用の削減及び外来単価の向上に取り組む必
要があるが，建物の老朽化が著しく，新築建替が
急務となっている。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

87.6 平均値 9.0 8.4 8.1 8.18,518 平均値 84.4 84.6 85.6 86.521,418 平均値

H28 H29 H30

当該値 36.5 43.5 49.3 55.1 55.6 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

6,751,705 7,095,159 7,101,647 7,184,953 7,686,86859.3 当該値

平均値 43.7 44.3 46.7 48.4

60.9 61.7 70.3 77.6

27,722,47368.2 平均値 24,879,291 26,363,375 26,996,532 27,577,17950.2 平均値 59.8 61.8 66.3 70.0
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グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成30年度決算）
宮城県地方独立行政法人宮城県立病院機構　宮城県立がんセンター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 非設置 383

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 25 対象 ガ が - - 383

383

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 33,268 非該当 １０：１ 383 -

- 年度 平成23 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
都道府県がん診療連携拠点病院として，
（イ）がん患者の状態に応じた適切な治療の提供
（ロ）がん予防に関する県民への啓発
（ハ）東北大学病院との機能分担による「全県的
がん診療体制」の構築
（ニ）がん患者の療養生活の質の向上
（ホ）研究の促進と研究成果の応用
等に取組み，県民に必要な医療・情報を提供する
という役割を担っている。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26 H27 H28 H29

当該値 82.2 80.0 81.5 80.9 83.1当該値 103.9 99.6 100.7 100.6 102.9 当該値 75.6 72.5 72.5 73.0 75.3当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値 90.2 91.1 90.1 89.6 89.7平均値 97.7 98.0 97.2 97.0 97.8 平均値 70.6 71.3 72.6 73.5 74.1平均値 80.7 73.1 76.3 80.7 75.9

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　平成３０年度決算において経常収支比率は平均
を上回っているが，医業収支比率は平均値を下
回っている。
　病床利用率・入院外来単価は平均値を上回って
いるものの，医業収支比率を改善させていくため
に，さらなる医業費用の削減に取り組む必要があ
る。
　外来単価については，化学療法による高額薬品
の使用が影響しており，材料費対医業収益比率に
ついても平均値を大きく上回っている。
　なお，独法化後から黒字を維持しており，累積
欠損金は発生していない。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 　有形固定資産減価償却率は平均値を下回ってい
るものの，建設後２５年が経過し，老朽化が進ん
でいる施設設備について計画的に更新・修繕を進
める必要がある。
　器械備品減価償却率は平均を上回っており，耐
用年数を過ぎた医療機器も数多く使用しており，
費用を抑制しながらの計画的な更新が必要とな
る。

H30 H26 H27 H28

23.8 27.6 30.2 29.8 29.641.2 当該値54,302 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

平均値 48,921 50,413 50,510 50,958

44.9 44.4 42.9 42.529,003 36,199 41,391 40,733 41,383 当該値

12,272 13,096 13,552 13,792

当該値 51,331 51,701 52,645 52,933

23.6

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常収支比率・病床利用率は平均を上回ってい
る一方で，医業収支比率は平均値を下回っている
ことから，さらなる医業費用の削減に取り組む必
要がある。
　今後，老朽化が進んでいる施設・器械の更新を
行っていく必要があるが，新たな減価償却負担等
の経費が発生するため，さらなる経常収益の確
保，費用の抑制を進めていく必要がある。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

56.0 平均値 23.2 23.9 23.8 23.914,290 平均値 55.6 54.8 55.8 56.152,405 平均値

H28 H29 H30

当該値 28.0 35.7 39.2 44.7 49.9 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

28,133,867 28,598,120 30,925,128 32,363,078 33,321,87575.5 当該値

平均値 48.9 50.3 49.8 50.9

48.0 60.2 61.8 69.8

48,918,36468.2 平均値 41,593,368 42,578,034 45,645,830 47,082,77851.9 平均値 65.4 65.7 65.0 66.8
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